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 過敏性腸症候群（irritable bowel syndrome：IBS）は，腹痛と便通異常を中心とする症状

が慢性再発性に持続する機能性疾患である．IBSの発症と悪化において心理的要因からIBS症

状の発生に関わる生理的反応への影響は重要である．IBSを伴う者において強い不安感情ある

いは不安障害の高い併存率が認められ，特性的な認知的側面である不安感受性も強いことが

示されている．また，不安感情との関連が報告されている視床下部 -下垂体 -副腎

（hypothalamic-pituitary-adrenal: HPA）系が腹部症状に影響を与えることが示唆されてい

る．本論文は，不安感情とそれに関わる認知的側面を含む心理的過程を不安と定義し，それ

がHPA系の指標である副腎皮質ホルモンおよび腹部症状を含む生理的反応にどのように関わる

かについて検討したものである． 

 第１章では，IBSの診断基準・症状・疫学，心理・生理的要因について概説した上で，先行

研究から導き出される仮説的モデルを示して本論文の目的を述べた． 

第２章では，IBSにおける不安の認知的側面（不安感受性および症状に関する認知）と不安

感情の心理的過程を検討した．研究１では，一般の学生におけるIBS症状を持つ者を対象に質

問紙調査を行い検討した．その結果，不安感受性はIBS症状に関する認知のうちコミットメン

ト，影響性・脅威性の評価と関連し，それらのIBS症状に関する認知は不安感情の強さに関わ

っていた．一方，生活に支障をきたすレベルの不安感情を反映した指標として回避行動の有

無も確認し，回避行動の併存はIBS症状に関する認知および不安感情と関連しており，症状に

関する認知が不安感情の重症化において重要であることが確認された．また，不安感受性→

症状に関する認知→不安感情のモデルの妥当性の確認したところ，高い適合度が得られた．

研究２では，研究１で確認されたモデルが不安障害の臨床群にもあてはまるかどうかを検討



するために，その代表であるパニック障害患者におけるIBS群を対象に質問紙調査を行った．

その結果，IBSを伴うパニック障害患者において不安感受性の構成要素である身体症状に対す

る恐怖の強さと予期不安の強さが認められ，身体症状に対する恐怖はIBS症状に対するコント

ロール可能性の低下に関わり，そのコントロール可能性の低下はパニック発作の予期に伴う

不安感情である予期不安の強さに関連していた．さらに，予期不安の強さを示したIBSにおい

て広場恐怖の併存率の高さが認められ，IBSにおける予期不安と広場恐怖の重症度の有意な相

関も認められたことから，IBS症状に関する認知によって強められた予期不安は回避行動を伴

うような生活支障度の強いレベルに至る可能性が示唆された．研究１および２の結果をまと

めると，不安の重症度に関わらず，不安感受性→IBS症状に関する認知→不安感情というモデ

ルが適用できる可能性が示された．また，不安の重症度により，どのようなIBS症状に関する

認知が不安感情に関わるかが異なる可能性も示唆された． 

 第３章では，第２章で扱った不安およびそれに関連する認知が副腎皮質ホルモンであるコ

ルチゾールおよびデヒドロエピアンドロステロン[dehydroepiandrosterone: DHEA]（あるい

は硫酸基結合型 DHEA[DHEA-S]）および腹部症状に与える影響について検討した．まず研究３

では，大学生を対象に，８日間の唾液採取および腹部症状に関する日記の記入を依頼し，副

腎皮質ホルモンと腹部症状との関連を検討した。その結果，コルチゾールの反応性の大きさ

と DHEA-S の反応性の小ささおよびベースライン値の低さが腹部症状を引き起こしている可能

性を示した．さらに研究４では，大学生を対象に，ストレス負荷（スピーチ課題など）を行

い，不安感情が喚起される状況での IBS における副腎皮質ホルモンの特徴と，その状況に対

する認知と副腎皮質ホルモンの関連を検討した．その結果，不安感情を喚起させる状況に対

する脅威やそれに対する挑戦という心理状態と副腎皮質ホルモンの相関が高いことが示され

た。IBS においては，日常生活上で不安感情が惹起されるような腹部症状が生じる状況など，

本人にとって脅威的でどうにか対処しなくてはならない状況に直面した際に，コルチゾール

は高く，DHEA（あるいは DHEA-S）は低いというバランスになりやすく，さらに腹部症状を悪

化させる可能性が考えられた． 

  第４章では，以上の４つの研究結果を総合して，IBS における不安と生理的反応の関連

について論じた．IBS において特性的な不安感受性の強さが IBS 症状に関する認知に影響を

与え，その認知が不安感情を強めるという心理的過程を示し，さらに症状に関する認知の特

徴が腹部症状の悪化に関わる生理指標を変化させる可能性を示唆した． 

なお，本論文（一部を含む）が掲載された主な学術論文は以下のとおりである。 
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本論文は，過敏性腸症候群（IBS）の心理的側面と生理的反応との関連を研究したもの  

であり，認知行動療法アプローチを行う際の基礎的データを提供するものである。これら

の研究成果は，上記の専門的学術誌に掲載され引用件数も多くまた学会賞を受賞するなど

内外から高く評価されている。  

以上の結果より，本審査員会は，菅谷 渚氏の学位申請論文「過敏性腸症候群における

不安と生理的反応の関連」は，博士（人間科学）の学位を授与するに十分値するものと認

める。 
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